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勤
労
感
謝
の
日
の
た
め
、
11
月
22
日

f
と
24
日
a
は
ゴ
ミ
収
集
を
休
み
ま
す
。

も
し
、
誤
っ
て
ゴ
ミ
を
出
す
と
、
収

集
さ
れ
な
い
た
め
、
ゴ
ミ
が
悪
臭
を
放

っ
た
り
カ
ラ
ス
な
ど
に
食
い
荒
ら
さ
れ

た
り
し
て
周
囲
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
日
振
替

今
回
の
休
み
が
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
日

に
当
た
っ
て
い
る
地
区
は
、
収
集
日
を

振
り
替
え
ま
す
。
な
お
、
粗
大
ゴ
ミ
の

収
集
を
希
望
す
る
場
合(

有
料)

は
、
15

日
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

休
日
や
夜
間
に
発
生
す
る
公
共
下
水

道
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、
市

は
維
持
管
理
業
者
を
待
機
、
出
動
さ
せ

る
体
制
を
と
り
ま
し
た
。

自
宅
前
の
道
路
で
マ
ン
ホ
ー
ル
や
汚

水
升
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
た
り
、
こ
れ

に
よ
り
自
宅
の
汚
水
が
流
れ
な
く
な
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
休
日
や
夜
間
で
も

す
ぐ
に
市
役
所
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
自
宅
の
ト
イ
レ
、
風
呂
、

台
所
、
こ
れ
に
つ
な
が
る
排
水
管
の
詰

ま
り
や
破
損
な
ど
、
各
家
庭
の
排
水
設

備
の
ト
ラ
ブ
ル
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

下
水
道
施
設
は
、
公
共
下
水
道
と
各

家
庭
の
排
水
設
備
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

家
庭
の
排
水
設
備
は
、
ト
イ
レ
、
風

呂
、
台
所
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
排
水
す

る
設
備
で
、
所
有
者
自
身
が
管
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
は
、
各
家
庭
の
排
水
設

備
か
ら
出
る
汚
水
を
下
水
処
理
場
へ
流

す
た
め
、
道
路
に
埋
設
し
て
い
る
汚
水

管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
・
公
共
汚
水
升
な
ど

で
、
市
が
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
お
知
ら
せ
し
た
の
は
、
こ
の

公
共
下
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

市
内
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
以

前
母
子
家
庭
だ
っ
た
人
た
ち
で
つ
く
る

「
母
子
寡
婦
福
祉
会
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
こ
の
母
子
会
の
通
称
名
が
白
水

大
池
公
園
の
「
虹
の
売
店
」
に
ち
な
ん

で
「
レ
イ
ン
ボ
ー
く
ら
ぶ
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
会
で
は
、
母
子
家
庭
な
ら
で
は

の
悩
み
を
相
談
し
あ
っ
た
り
、
複
雑
な

制
度
の
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
ま
た
、

と
き
に
は
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
行
い
ま
す
。

同
じ
立
場
の
人
た
ち
と
、
仲
間
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

○
春
日
市
に
し
か
な
い
の
？

全
国
ほ
と
ん
ど
の
市
や
町
に
あ
り

ま
す
。
全
国
組
織
で
母
子
家
庭
の
た

め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県

の
母
子
会
は
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
の

中
に
あ
り
ま
す
。

○
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
毎
月
の
定
例
会
で
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
話
し
合
い
、
ど
う
す
れ
ば
母

子
家
庭
と
し
て
が
ん
ば
れ
る
か
、
意

見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

ま
と
め
て
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け

も
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当

も
私
た
ち
の
先
輩
が
働
き
か
け
た
制

度
で
す
。

○
ど
こ
に
行
け
ば
話
が
聞
け
る
の
？

「
虹
の
売
店
」
は
、
母
子
会
が
営

ん
で
い
ま
す
。
原
則
、
土
・
日
曜
日

は
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
月
定
例
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会(

白
水
大
池
公
園

虹
の
売
店
内)

1(

596)

９
９
２
５(

5
兼
用)

11
月
22
日
F
・
24
日
A

ゴ
ミ
は
出
せ
ま
せ
ん

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

公
共
下
水
道

休
日
・
夜
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
迅
速
に
処
理
し
ま
す
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11月17日

aに市内全域

で秋のクリー

ン作戦が行わ

れます。これ

は、各町内をきれいにするだ

けでなく、空きカン・空きビ

ンを拾うことで、「ポイ捨て防

止」など市民一人ひとりのマ

ナーアップを目指そうという

ものです。

回収された空きカン・空き

ビンは、大切な資源としてリ

サイクルされます。

美しい町づくりのために、

家族そろってクリーン作戦に

参加しましょう。

(春日市生活環境組合連合会）
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商
品
ト
ラ
ブ
ル
・
男
女
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

気をつけましょう

商品トラブルが相次いでいます
○ＥＭＳベルト(電気刺激による筋肉増強をうたった商品）
ＥＭＳベルトを購入して使用したところ「かぶれた」、

「水ぶくれができた」、「やけどのようになった」などの皮膚
障害や、すり傷、下痢、むち打ちなどの症状が出たなどの
被害が生じています。ＥＭＳベルトは｢○分間で○回の腹筋
運動と同じ効果｣などと宣伝されています。しかし、思いの
ほか、筋肉への負担が大きいので、購入や使用は慎重に行
ってください。もし、使用して異常を感じたら、すぐに使
用を中止し、症状が重い場合は医療機関で受診してくださ
い。
また、トラブルが起きたときは早めにご相談ください。
相談先 県消費生活センター

1(632)０９９９

○医薬品成分配合のダイエット用健康食品
中国から輸入されたいわゆるダイエット健康食品を摂取
した後に、死亡事例を含む肝障害などの健康被害が多発し
ています。
中国製のダイエット健康食品以外でも、飲食後気分が悪
くなったり｢下痢｣や｢おう吐｣の症状が現れるなどの被害が
寄せられています。
これらを使用していて体の調子がおかしくなったときは、
直ちに使用を中止して、医療機関にご相談ください。
また、トラブルが起きたときは早めにご相談ください。
相談先 筑紫保健福祉環境事務所(旧筑紫保健所)

1(513)５６１０

12
月
４
日
d
〜
10
日
c
の
人
権
週
間
に
あ
わ

せ
て
行
う
、「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」

記
念
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
手
話

通
訳
や
託
児
も
行
い
ま
す
。

日
程

12
月
１
日
a

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大
谷
６
―
24)

時
間
・
会
場
・
内
容

○
午
後
１
時
〜
３
時
・
サ
ン
ホ
ー
ル

▽
男
女
平
等
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▽
演
劇
「
バ
ス
・
ガ
ス
・
バ
ク
ハ
ツ
」(

劇
団
空く

う

想そ
う

童
子

ど

う

じ)

○
午
後
３
時
〜
５
時

▽
こ
れ
か
ら
の
パ
パ
マ
マ
育
児
体
験
コ
ー
ナ

ー
・
学
習
室
１
、
集
会
室
Ａ

▽
「
モ
モ
タ
ロ
ー
・
ノ
ー
・
リ
タ
ー
ン
」
紙
芝

居
と
座
談
会
・
学
習
室
２

▽
し
ゃ
べ
り
場
「
女
の
本
音
・
男
の
本
音
」
・

学
習
室
３

▽
「
Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス)

は
犯
罪
で
す
」
パ
ネ
ル
展
示
・
学
習
室
４

▽
少
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
、
家
族
で
楽
し
く(

親

子
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
）・
多
目
的
室
Ｂ

▽
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー(

紅
茶
無
料
サ
ー
ビ

ス)

・
大
会
議
室

▽
学
ぼ
う
ネ
ッ
ト
わ
く
わ
く
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

実
習
室

託
児

11
月
25
日
b
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課
男

女
平
等
推
進
担
当

5(

584)

１
１
５
３

”気
づ
く
“
こ
と
が
は
じ
ま
り
・
・
・

人
権
週
間
・
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
病

院
で
予
約
し
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間

11
月
１
日
d

〜
平
成
15
年
３
月
31

日
b

料
金

１，

０
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
や
市
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
健
康

課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

65
歳
以
上
の
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
い
ま
す

荒牧
あらまき

内科胃腸科医院 ５０１－１１５８

上田
うえだ

胃腸科内科医院 ５９１－５９６３

大西
おおにし

内科クリニック ５９５－２００１

岡本
おかもと

内科医院 ５９５－６６０８

おの子どもクリニック ５０１－２３２３

かくた小児科医院 ５７４－６１６８

かわらだクリニック ５８３－９６７８

喜多山
き た や ま

小児科医院 ５８１－０５３１

城戸
き ど

整形外科クリニック ５１３－５００２

桑野
くわの

整形外科医院 ５７１－３３６１

くぼた小児科医院 ５９５－０８２２

榊原
さかきばら

内科小児科医院 ５７２－３１１１

四宮
しのみや

医院 ５８１－１３１４

陣
じん

の内
うち

脳神経外科クリニック ５８２－３２３２

武末
たけすえ

内科医院 ５８１－８０５０

たけの内科クリニック ５９３－０５００

内藤
ないとう

内科医院 ５９１－８８８７

中村
なかむら

整形外科医院 ５７５－５０５０

野北
のぎた

外科胃腸科医院 ５９１－１２３１

本田
ほんだ

耳鼻咽喉科医院 ５８４－５５５３

孫田
まごた

整形外科医院 ５９６－３１２３

樋口
ひぐち

病院 ５７２－０３４３

春日原
かすがばる

診療所 ５８１－０１７４

森園
もりぞの

医院 ５７１－３３７３

安永
やすなが

クリニック ５７３－６００３

横山
よこやま

小児科医院 ５８１－１２０３

渡辺
わたなべ

病院 ５７１－１７７７

和田
わ だ

整形外科医院 ５９１－０５１１

伊藤
いとう

医院 ５８２－３５５５

伊原
いはら

春日クリニック ５８２－１４７８

円入橋
えんにゅうばし

胃腸科外科医院 ５９６－２１１０

岡部
おかべ

病院 ５７３－５８８５

さかい耳鼻咽喉科医院 ５８６－１４５０

中山
なかやま

医院 ５８３－７１７８

福岡徳州会
ふくおかとくしゅうかい

病院 ５７３－６６２２

藤崎
ふじさき

内科循環器科医院 ５８２－８２８２

まことクリニック ５８４－１４７０

みのだ胃腸科内科クリニック ５８４－３７７７

みやい内科クリニック ５７５－００６８

病　院　名 電話番号
指定病院一覧表

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで
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地域のことを学んだよ
日の出小学校研究発表会
10月３日、日の出小学校で研究発表会が行われました。

これは、「地域を愛し、たくましく生きる子どもの育成」
を目標としている日の出小が地域の人々をゲストティー
チャーに迎え、学んだ内容を発表するものです。
４年生の社会科では福岡県の伝統工芸品の博多人形が

テーマでした。実際に人形師から人形作りの手ほどきを
受け、こだわりや伝統を守る大切さを学び、修行や技術
習得の厳しさを体験したことなどを発表しました。
彼らは、日の出小が開校した当時はあどけない１年生

でしたが、この日堂々と発表する姿は、たくましく成長
したことがうかがえ、
とても印象的でした。
(広報レポーター

永田
な が た

智恵子
ち え こ

)

あなたの夢をあきらめないで
春日北中学校ＰＴＡ講演会
県立福岡高等盲学校の英語教師を務める全盲の西

にし

政宏
まさひろ

さんが、９月25日、｢なりたい自分に出会える日迄
まで

、あ
なたの夢を諦

あきら

めないで｣と題して春日北中学校で講演し
ました。
同校ＰＴＡが招いたもので、全校生徒と保護者約500

人が参加しました。
｢まぎれもなく全盲で、まぎれもなく教師です｣。開口

一番のこの言葉どおり、西さんは、これまでの苦難の人
生を意外にあっさりと紹介。むしろ｢両親が、わが子の
両眼摘出や寄宿生活となる盲学校への入学をどんな思い
で決断してきたかを思うと、自分の苦労は取るに足らな
い｣と自らの努力を控えめに話して聞かせました。
また、自分の夢だった教師への道の第一歩となった大

学受験を例に｢案外、入試って社会的に平等なのかな。
だって、時間はだれにも等しく与えられているのだから。
継続してがんばる事が大事｣と生徒たちを激励。
最後に｢皆さんが自分の夢を実現し、バリアフリー社

会を担える大人になってほしい｣と締めくくると、親へ
の感謝の気持ちやバリアフリーに対する理解の大切さが
自然と聴衆に伝わってくる講演となりました。

盛り上がったよ
スポーツフェスタ
10月13日、8,000人を超える市民が参加してスポー

ツフェスタが行われました。
市制20周年を記念して始まったこの大会も、すでに

11回目。一晩中降り続いた雨も上がり、地区対抗のド
ッジボールや少年相撲、ベテランテニス大会やゲートボ
ール大会など白熱したゲームが繰り広げられました。

雨にも負けず元気一杯
春日原小学校で運動会
10月６日、今にも降り出しそうな天気のなか、市内

で最後の運動会が春日原小学校で行われました。
降り始める前にできるだけ多くの演技を行おうと、急

きょ、プログラムを変更しての進行。
子どもたちは、この日のために練習してきた種目の

数々を元気一杯披露しました。
雨は昼前から降り出しましたが、プログラムは最後ま

で実施され、力を出し切っ
た子どもたちにとっては、
悔いのない運動会となった
ようです。

v博多人形について学んだ
ことをみんなの前で発表

v地区対抗綱引き
▽ベテランテニス大会

v
「
２
０
０
２
年
フ
レ
ン
ド
カ
ッ
プ
」
で
力

を
合
わ
せ
て

u
お
じ
さ
ん
、
ま
か
せ
た
よ

△「ソーレひけ!! ソーラン」で息の合った集団演技

△盲導犬バイロン号とともに
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今
、
日
本
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人

権
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
差
別
は
、
多
く
の
人
々

を
苦
し
め
た
り
、
傷
つ
け
た
り
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
普

段
か
ら
差
別
を
す
る
よ
う
な
行
動
は

絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
身
に
覚
え
の

あ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
障

害
者
と
接
す
る
時
、
平
常
心
で
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。「
自
分

は
差
別
な
ど
し
な
い
」
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
心
の
ど

こ
か
に
偏
見
は
あ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
ん
な
私
の
偏
見
を
払
拭

し
ょ
く

し
て
く

れ
た
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
世
界

車
椅
子

い

す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場

し
て
い
る
日
本
代
表
の
人
の
言
葉
で

す
。
彼
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
事
故
に

あ
い
、
両
足
が
不
自
由
に
な
り
、
そ

れ
か
ら
ず
っ
と
車
椅
子
の
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
は
、
健
常

者
と
同
じ
よ
う
に
学
校
に
通
い
、
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
出
合
う
の
で

す
。
か
な
り
の
努
力
と
挫ざ

折
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
33
歳
に
し
て
日
本

代
表
に
な
っ
た
彼
は
「
障
害
者
で
あ

っ
た
事
は
良
か
っ
た
と
思
う
」
と
言

っ
た
の
で
す
。
そ
の
表
情
は
生
き
生

き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
な
ん

と
素
晴
ら
し
い
言
葉
な
の
だ
ろ
う
か

と
思
い
ま
し
た
。
彼
の
強
さ
が
も
う

一
度
、
見
え
た
瞬
間
で
し
た
。

こ
う
し
て
、
作
文
を
書
い
て
い
く

う
ち
に
、
私
は
彼
に
勇
気
と
希
望
を

も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ

ち
ら
が
差
別
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
と
は
逆
に
尊
敬
と
い
う
言
葉
の
方

が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
必
ず
、

差
別
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。私

は
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
が
、

健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
外
に
出
か
け

よ
う
と
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
設
備
の

点
で
も
充
実
し
て
い
る
と
は
い
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
、
ト

イ
レ
な
ど
で
す
。
特
に
身
体
障
害
者

用
の
ト
イ
レ
が
な
い
と
使
い
に
く
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
日
も

早
く
、
外
に
出
か
け
た
と
き
に
、
不

自
由
さ
を
感
じ
な
い
で
済
む
よ
う
な

設
備
に
、
整
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
に
も
常
に
付
き
ま
と
う

困
難
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
知
的

障
害
児
施
設
を
建
設
す
る
場
合
、
地

域
住
民
の
理
解
を
得
に
く
い
こ
と
で

す
。
反
対
運
動
な
ど
あ
っ
て
、
建
設

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。
た
と
え
建
設

で
き
た
と
し
て
も
、「
施
設
の
外
に

子
ど
も
た
ち
を
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
近
所
か
ら
の
強
い
要
望
な
ど

も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
う
い
っ
た
問

題
が
起
こ
る
背
景
に
は
、「
知
的
障

害
者
は
、
何
を
す
る
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
固
定
観
念
が
あ
る
か
ら
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
場
合
は
、

近
所
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
交
流
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

本
当
に
純
粋
な
心
を
分
か
っ
て
も
ら

う
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
同
じ
人

間
な
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
分
か
っ
て

も
ら
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
意
見
を
書
く
だ
け
で
は

な
く
、
ど
う
し
た
ら
障
害
者
の
人
た

ち
が
、
毎
日
充
実
し
た
生
活
を
送
れ

る
の
か
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
差
別
と
い

う
言
葉
の
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
部
割
愛
）

※

「
社
会
を
明
る
く
す
る
作
文
」

の
優
秀
作
品
３
点
を
今
回
か
ら
１

点
づ
つ
掲
載
し
ま
す
。

家
族
で
読
ん
で
、
感
想
を
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

障
害
者
へ
の
差
別
を
な
く
そ
う

春
日
中
学
校
３
年
　
坂
井

さ

か

い

志
帆

し

ほ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大

会
」
が
、
こ
の
ほ
ど
、
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
、
少
年
非
行

の
防
止
や
立
ち
直
り
に
献
身
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
筑
紫
保
護
区
保
護
司
会
春

日
支
部
が
行
っ
た
も
の
で
、
市
民
約
２

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
市
内
の
中
学
生
か
ら
募

集
し
た
「
社
会
を
明
る
く
す
る
作
文
」

の
優
秀
作
品
３
点
が
本
人
た
ち
に
よ
っ

て
朗
読
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う

す
れ
ば
、
犯
罪
の
な
い
、
そ
し
て
人
権

を
大
切
に
す
る
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て

主
張
し
ま

し
た
。

引
き
続

き
、
３
人

の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、

大
会
宣
言

が
述
べ
ら

れ
て
会
を

終
了
し
ま

し
た
。

働
く
こ
と
が
生
き
が
い
で
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
活
動

10
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

普
及
啓
発
促
進
月
間
」
で
す
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
年
を
取
っ
て
も

生
き
が
い
を
求
め
て
働
き
た
い
と
い
う

人
に
仕
事
を
提
供
す
る
場
で
、
庭
木
の

せ
ん
定
や
家
事
援
助
な
ど
の
軽
作
業
を

引
き
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

10
月
４
日
は
セ
ン
タ
ー
の
理
事
や
班

長
15
人
が
市
長
を
訪
問
。
普
段
の
仕
事

ぶ
り
や
働
く
喜
び
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
み
な
口
を
そ
ろ
え
て
「
仕
事
を

続
け
て
い
る
か
ら
病
気
一
つ
し
ま
せ

ん
。
会
社
員
時
代
よ
り
ス
ト
レ
ス
も
な

く
な
っ
て
、
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
」

と
元
気
に
働
き
続
け
る
秘
け
つ
を
披
露
。

そ
の
後
は
市
内
数
か
所
で
、
街
頭
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会

△表彰式の様子△仕事の楽しさを笑顔で報告



際
塾
２
０
０
２

問
い
合
わ
せ
先

大
野
城
市
生
涯
学
習

推
進
課

1(

501)

２
２
１
１

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和

61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
男
子
で
中
学
校
卒
業
者(

見

込
み
の
人
を
含
む)

応
募
期
間

11
月
５
日
C
〜
平
成
15
年

１
月
７
日
C

試
験
日

▽
第
１
次
試
験
　
平
成
15
年
１
月
11
日

▽
第
２
次
試
験
　
平
成
15
年
１
月
25
日

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
福
岡
募
集
事

務
所
担
当
　
原
口

は
ら
ぐ
ち

1(

591)

７
４
５
０

2002.  11.  1 市報かすが
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緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
苗

木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

家
庭
で
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
23
日
G

午
前
11
時
30
分

〜(

な
く
な
り
次
第
終
了)

場
所

市
役
所
駐
車
場

苗
木
の
種
類

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
り
ん

ご
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

※
　
一
人
に
つ
き
１
本
で
す
。

な
お
、
当
日
は
市
役
所
駐
車
場
に

は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
春
日
原
小
学

校
校
庭
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

公
園
街
路
課

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
く
科

学
を
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。

日
時

11
月
16
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

県
保
健
環
境
研
究
所(

太
宰
府

市
向
佐
野

む
か
い
ざ
の

39)

内
容

▽
微
生
物
観
察

▽
大
気
不
思
議
体
験

▽
自
然
植
物
を
使
っ
た
工
作

問
い
合
わ
せ
先

県
保
健
環
境
研
究
所

1(

921)
９
９
４
１

花
や
緑
の
あ
る
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
花
に
あ
ふ
れ
る
福
岡
県
を

目
指
し
て
開
か
れ
る
花
と
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
お
祭
り
で
す
。

日
時

11
月
９
日
G
〜
11
日
B

午
前
10
時
〜
午
後
５
時(

最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で)

会
場

小
郡
簡
保
レ
ク
セ
ン
タ
ー
跡
地

（
小
郡
市
三
沢

み
つ
さ
わ

）

内
容

▽
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

い
け
花
な
ど
の
教
室
▽
作
品
展

示
▽
花
・
演
芸
用
品
・
農
産
物

の
展
示
販
売
▽
模
擬
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
生
産
流
通
課

1(

643)

３
４
８
９

大
土
居
水
城
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を

も
と
に
、
古
代
の
大
宰
府
防
衛
や
土
木

技
術
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。
発

掘
さ
れ
た
木
樋

も

く

ひ

の
原
寸
大
の
模
型
も
展

示
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間

11
月
２
日
G
〜
12
月
８
日
A

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時(

入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で)

会
場

奴
国

な

こ

く

の
丘
歴
史
資
料
館
特
別
展

示
室(

岡
本
３
―
57)

問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館1(

501)

１
１
４
４

バ
イ
オ
リ
ン
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

二
重
奏
者
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

テ

ン

ゴ

」
の
ラ
イ
ブ

を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

ま
た
、
先
着
順
で
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時

11
月
９
日
G

午
後
１
時
〜
２
時

場
所

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
文
化

ホ
ー
ル(

那
珂
川
町
仲

ち
ゅ
う

２
９
４

―
１)

問
い
合
わ
せ
先

那
珂
川
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課

1(

953)

２
２
１
１

美
術
や
芸
能
、
産
業
や
暮
ら
し
の
情

報
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
９
日
G
・
10
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ(

大
野
城

市
曙

あ
け
ぼ
の

町
２
―
３
―
１)

ほ
か

内
容

▽
ま
ち
づ
く
り
産
業
展
▽
生
涯

学
習
展
▽
健
康
展
▽
小
中
学
校

音
楽
祭
▽
ま
ど
か
文
化
祭
▽
国

苗
木
を
無
料
配
布
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト�

ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア

平
成
14
年
度
考
古
企
画
展

大
土
居
水
城
跡

み
ず
き
あ
と

が
語
る
古
代
の
技
術

大
野
城
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
遊
ぶ
楽
し
み
・
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
〜

△昭和29年２月　春日町(現春日市)

井上
いのうえ

孝治
こうじ

写真展
「あの頃みんなこどもだった」

日程 11月24日A～12月８日A

場所 ふれあい文化センターギャラ
リー(大谷６―24)

(市制30周年記念事業市民実行委員会)

第
２
回

フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

バ
イ
オ
リ
ン
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

生
演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

陸
・
海
・
空
自
衛
隊

生
徒
募
集 募

　
集�
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先方への電話は11月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●ベビーバスu湯温計付u

無料でu高木
た か ぎ

1(571)1470
●ベビー布団一式uクリー
ム色uうさぎ柄▽無料でu

西原
にしはら

1(595)7226
●白黒用引伸器uラッキー
u引伸レンズ付●印画紙乾
燥機●テスターuいずれも
無料でu山田

や ま だ

1(581)8772
●痩身

そうしん

用器具uレジュール
脚ジマンu９千円u岩崎

いわさき

1090(4357)4169(午後
４時以降)

【ゆずってください】
●春日西幼稚園制服(新型)、
スモック、体操服などu女
児用u100～110㎝▽来春
でも可uできれば無料でu

師
もろ

岡
おか

1(572)4581
●ベビーベッドu無料でu

児嶋
こ じ ま

1(584)8365
●乳児用紙おむつuＭ～Ｌ
●ベビーゲートu無料か安
価でu奈

な

木野
ぎ の

1090(9486)
6614(午後３時まで)

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自
作
土
器
を
募
集
し

ま
す
。

古
代
の
春
日
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
弥

生
時
代
の
陶
芸
家
た
ち
に
負
け
な
い「
21

世
紀
の
土
器
」
を
作
っ
て
資
料
館
を
飾

り
ま
せ
ん
か
。

対
象(

い
ず
れ
か)

▽
春
日
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

▽
本
年
度
、
資
料
館
の
土
器
づ
く
り
体

験
教
室
な
ど
で
製
作
し
た
人

注
意

▽
作
品
は
自
分
で
製
作
し
た
も
の
に
限

り
ま
す

▽
無
釉
薬

ゆ
う
や
く

の
素
焼
き
の
作
品
に
限
り
ま

す
▽
彩
色
は
可
能
で
す

展
示
期
間

12
月
14
日
G
〜
平
成
15
年

１
月
14
日
C

展
示
場
所

奴
国

な

こ

く

の
丘
歴
史
資
料
館（
岡

本
３
―
57)

応
募
方
法

11
月
15
日
F
〜
12
月
５
日

E
に
応
募
用
紙
を
添
え
て
持
参

す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1(

501)

１
１
４
４

秋
田
県
二
ツ
井

ふ

た

つ

い

町
は
、明
治
14
年
夏
、

こ
の
地
を
訪
れ
た
明
治
天
皇
を
気
遣
う

皇
后
が
、「
大
宮

お
お
み
や

の
内
に
あ
り
て
も
暑

き
日
を
い
か
な
る
山
か
君
は
越
ゆ
ら
む
」

と
い
う
和
歌
（
恋
文
）
を
送
っ
て
夏
の

長
旅
を
ね
ぎ
ら
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で

恋
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

形
式

原
稿
用
紙
な
ど
マ
ス
目
の
あ
る

用
紙
に
書
い
た（
ワ
ー
プ
ロ
可
）

８
０
０
字
以
内
の
手
紙
文

※

未
発
表
の
作
品
に
限
り
、
入
賞
作

品
の
権
利
は
町
に
帰
属
し
ま
す
。
な

お
、
応
募
作
品
は
町
が
永
く
保
存
し

ま
す
。

応
募
期
限

11
月
30
日
G(

当
日
消
印

有
効
）

応
募
方
法

用
紙
の
１
枚
目
右
側
余
白

に
、
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
職
業
、
恋
文

の
背
景
・
事
情
、
自
分
や
相
手

の
こ
と
を
書
き
添
え
て
送
る

賞

▽
大
賞(

１
点)

30
万
円
分
の
旅
行

券
▽
優
秀
賞(

10
点)

あ
き
た
こ

ま
ち
60
kg
▽
佳
作(

90
点)

作
品

集

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
二
ツ

井
町
「
き
み
ま
ち
恋
文
全
国
コ

ン
テ
ス
ト
」
係(

〒
018
―
３
１

９
２)

1
０
１
８
５(

73)

５
３
１
０

子
育
て
真
っ
最
中
の
親
を
対
象
に
、

子
育
て
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
と
は

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。

背
負
い
込
ん
だ
子
育
て
を
よ
い
し
ょ

と
お
ろ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
９
日
G

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

下
白
水
南
公
民
館(

下
白
水
南

３
―
44
）

テ
ー
マ

「
引
き
こ
も
る
青
年
た
ち
か

ら
見
え
る
父
子
関
係
」

講
師

村
上

む
ら
か
み

友
利

と

も

り

さ
ん(

青
少
年
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
の
会
会

長)

参
加
費

３
０
０
円

※

こ
の
講
座
は
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

安
河
内

や
す
こ
う
ち

1(

574)

６
７
０
４(

5
兼
用)

市
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
や
、
心
豊

か
な
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
２
日
G

午
後
０
時
45
分
〜
４
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24)

内
容

○
音
楽
の
玉
手
箱
に
よ
る
演
奏

「
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
」

○
対
談「
文
化
芸
術
の
も
た
ら
す
も
の
」

対
談
者

▽
伊
藤

い

と

う

京
子

き
ょ
う
こ

さ
ん(

ピ
ア
ニ
ス
ト
・

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
芸
術
文

化
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー)

▽
藤
原
恵
洋

ふ
じ
は
ら
け
い
よ
う

さ
ん(

建
築
文
化
学

者
・
九
州
芸
術
工
科
大
学
助
教

授)

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
み
ん

な
で
育
て
る
地
域
文
化
」

パ
ネ
リ
ス
ト(

50
音
順)

▽
伊
藤
京
子
さ
ん

▽
上
村
禎
彦

か
み
む
ら
よ
し
ひ
こ

さ
ん(

市
文
化
振
興
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議
会
副
会
長)

▽
境

さ
か
い

靖
紀

や
す
の
り(

市
教
育
委
員
会
文
化

財
技
師)

▽
佐
土
原

さ

ど

は

ら

典
子

の

り

こ

さ
ん(

市
文
化
協
会

副
会
長)

▽
藤
原
恵
洋
さ
ん

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▽
馬
場

ば

ば

周
一
郎

し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

さ
ん(

西
日
本
新
聞

社
地
域
報
道
セ
ン
タ
ー
部
長)

※

最
後
に
来
場
者
と
の
質
疑
応
答
の

時
間
が
あ
り
ま
す
。

定
員

２
５
２
人(

当
日
先
着
順)

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

新
世
紀
の
弥
生

や

よ

い

土
器
展

作
品
募
集

第
９
回

き
み
ま
ち
恋
文
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

講
　
演�

男
女
共
同
子
育
て
に
向
け
て

育
自
サ
ー
ク
ル
「
モ
モ
」
公
開
講
座

春
日
市
の
文
化
振
興
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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最
近
、
食
品
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
う
す
れ
ば
消
費

者
が
主
体
的
に
食
品
を
選
択
で
き
る
か

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
８
日
F

午
後
１
時
〜

会
場

西
鉄
ホ
ー
ル(

福
岡
市
中
央
区

天
神
２
―
11
―
３
ソ
ラ
リ
ア
ス

テ
ー
ジ
ビ
ル
６
階)

演
題
・
講
師

▽「
食
の
取
材
を
通
し
て
」・
山
本

や
ま
も
と

華
世

か

よ

さ
ん(

キ
ャ
ス
タ
ー)

▽「
食
品
の
表
示
に
つ
い
て
」・
農
林
水

産
消
費
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員

問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
文
化
課

1(

643)

３
３
８
１

入
場
は
無
料
で
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時

11
月
９
日
G

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル(

原
町
３
―
１
―
７)

テ
ー
マ
・
講
師

▽「
陸
上
自
衛
隊
の
現
状
」

衣
笠

き
ぬ
が
さ

陽
雄

あ

き

お

さ
ん(

第
４
師
団
長
陸
将)

▽「
新
し
い
脅
威
と
安
全
」

重
松

し
げ
ま
つ

恵
三

け
い
ぞ
う

さ
ん(
^
隊
友
会
参
与)

定
員

３
０
０
人(
当
日
先
着
順)

問
い
合
わ
せ
先

^
福
岡
県
隊
友
会

1(

575)

５
１
２
９

小
郡
市
制
30
周
年
記
念
の
講
演
会
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
３
日
A

午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分(

開
場
午
後
１
時)

会
場

小
郡
市
文
会
館
大
ホ
ー
ル(

小

郡
市
大
板
井

お

い

た

い

１
３
６
―
１)

演
題
・
講
師

▽
「
邪
馬
台
国
の
都
と
纏
向

ま
き
む
く

遺
跡
」

苅
谷

か

り

や

俊
介

し
ゅ
ん
す
け

さ
ん(

俳
優
・
日
本
考
古

学
協
会
員)

▽
「
邪
馬
台
国
最
前
線
」

西
谷

に
し
た
に

正
た
だ
し

さ
ん(

九
州
大
学
名
誉
教

授)

2002.  11.  1 市報かすが

菊
竹

き
く
た
け

優
吾

ゆ
う
ご

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
北
）

平
成
12
年
11
月
26
日
生

岸き
し

勇
佑

ゆ
う
す
け

ち
ゃ
ん
（
惣
利
）

平
成
12
年
11
月
21
日
生

塩
田

し
お
た

澪み
お

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
北
）

平
成
13
年
11
月
６
日
生

山
本

や
ま
も
と

愛
実

あ

み

ち
ゃ
ん（
桜
ヶ
丘
）

平
成
12
年
11
月
13
日
生

大
隈

お
お
く
ま

菜
緒
花

な

お

か

ち
ゃ
ん（
白
水
ヶ
丘
）

平
成
13
年
11
月
７
日
生

問
い
合
わ
せ
先

小
郡
市
企
画
課

1
０
９
４
２(

72)

２
１
１
１

店
舗
や
病
院
な
ど
一
定
以
上
の
人
員

を
収
容
す
る
施
設
は
、
防
火
・
防
災
の

責
任
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
防
火
管
理
者
を
養
成
す
る
た
め

の
講
習
会
で
す
。
成
人
で
あ
れ
ば
だ
れ

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

日
時

12
月
５
日
E
・
６
日
F

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
５
時

会
場

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

(

春
日
２
―
２
―
１)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

６，

０
０
０
円(
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む)

※

支
払
い
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

消
防
本
部
に
あ
る
受
講
申

込
書
を
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
本
部

1(

584)

１
１
９
５

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
35
歳

以
下
の
勤
労
者
を
対
象
に
、
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
を
演
出
す
る
た
め
の
講
座
を

行
い
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
12
月
６
日
F

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

▽
12
月
10
日
C

料
理

▽
12
月
13
日
F

リ
ー
ス
作
り

※

で
き
る
だ
け
３
日
と
も
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

受
講
料

１，

０
０
０
円(

別
途
実
費

が
必
要)

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選)

申
込
方
法

11
月
15
日
F(

必
着)

ま
で

に
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名(

ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
勤
務

先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
係(

〒
816
―

０
８
３
１
大
谷
６
―
28)

1(

571)

３
２
３
４

5(

585)

１
６
３
４

育
児
や
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
退
職
し

た
人
で
再
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
し
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
専
門
知
識
を
学

ぶ
た
め
の
講
座
で
す
。

期
間

11
月
28
日
E
〜
２
月
28
日
F

(

月
曜
日
を
除
く
火
〜
土
曜
日)

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
場

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば

る(

原
町
３
―
１
―
７)

内
容

Ｊ
ａ
ｖ
ａ

ジ

ャ

バ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
を
操
る
技
術
者
養
成

定
員

20
人(

面
接
と
試
験
に
よ
り
選

考)

受
講
料

無
料(

た
だ
し
教
材
費
は
自

己
負
担)

申
込
期
限

11
月
15
日
F

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

麻
生
教
育
サ

ー
ビ
ス
!
内
「
福
岡
県
Ｉ
Ｔ
技

術
者
養
成
講
座
事
務
局
」

1(

482)

０
４
５
５

防
衛
セ
ミ
ナ
ー

「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
邪
馬
台
国

や
ま
た
い
こ
く

」

小
郡
・
歴
史
発
見
文
化
講
演
会

く
ら
し
の
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２

食
卓
の
安
全
を
守
る
た
め
に

防
火
管
理
者
講
習
会

講
　
座�

再
就
職
希
望
者
対
象

Ｉ
Ｔ
技
術
者
養
成
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
教
室
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部(

〒
815
―
８
５

０
３
福
岡
市
南
区
大
楠
３
―
１

―
１)

1(

523)

１
１
７
１

5(

521)

２
５
５
２

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
づ
く
り
に
最

適
で
す
。
歩
き
や
す
い
服
装
と
帽
子
、

運
動
靴
で
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
コ
ー
ス

▽
11
月
12
日
C
・
大
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

コ
ー
ス

▽
12
月
10
日
C
・
春
日
公
園
コ
ー
ス

▽
１
月
14
日
C
・
岡
本
遺
跡
コ
ー
ス

▽
２
月
４
日
C
・
白
水
大
池
公
園
コ
ー

ス
▽
３
月
11
日
C
・
大
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

コ
ー
ス

※

距
離
は
い
ず
れ
も
約
６
・
５
㎞
で

す
。

人
と
人
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を

な
ご
や
か
で
楽
し
い
も
の
に
す
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
地
域
や
サ
ー
ク
ル
、

職
場
で
の
集
い
の
企
画
や
雰
囲
気
作
り

に
役
立
つ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
講
習
し
ま
す
。

日
程

11
月
15
日
F

〜
12
月
13
日
F

(

毎
週
金
曜
日
　
全
５
回)

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室(

大
谷
６
―
24)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費

８
０
０
円(

材
料
費)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属

団
体
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

みてみてきいて�

ボランティアでお盆の間、
養護施設の女の子、4歳の
みうちゃんを家族として迎
えました。家庭に帰省でき
ない子どもたちを対象に、
里親としてお預かりします。
1歳になる娘に姉妹がいた
らと思い、そして何より自
分が2人の子を持つ母親を
体験してみたいと思ったこ
とがきっかけです。
みうちゃんは私のことを

「ママ」と呼んでくれました。
娘とはトイレに行くのも、
遊ぶのもみんな一緒で、本
当の姉妹のようでした。
とても幸せだったので、

1日だけ延長して預かりま
した。最後の夜にみうちゃ
んは、ママの絵だといって
プレゼントしてくれました。
私は、うれしくて涙が出ま
した。
施設へ送り届けるときは、

手放すのがつらかったです。
わずかの間でしたが、みう
ちゃんは家族でした。
この体験が、みうちゃん

と私の娘にとって健やかな
成長につながるものになれ
ば、と願います。また、養
護施設を知るきっかけとな
りました。
その後、みうちゃんへは

手紙と写真を送りました。
みうちゃん、ありがとう。

里　親

林原
はやしばら

利江
り え

さん

5(

593)

７
３
８
０

災
害
や
事
故
に
あ
っ
た
人
や
急
病
人

な
ど
に
施
す
と
っ
さ
の
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

期
間

11
月
29
日
F
〜
12
月
１
日
A

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

会
議
室(

福
岡
市
南
区
大
楠
３

―
１
―
１)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

対
象

満
15
歳
以
上
で
３
日
間
と
も
受

講
で
き
る
人

講
習
内
容

▽
応
急
手
当
の
基
本
▽
心

肺
蘇
生
法
▽
止
血
と
傷
の
手
当

▽
骨
折
の
処
置
▽
包
帯
法
▽
運

搬
法
な
ど

受
講
料

３，
０
０
０
円(

教
材
費)

申
込
方
法

11
月
１
日
F
以
降
に
あ
て

先
を
書
い
た
返
信
用
封
筒(

80

円
切
手
を
は
る)

を
添
え
て
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

を
書
い
て
郵
送
す
る
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
す
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

参
加
者
募
集

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

市内に居住または勤務するおおむね55歳以上の
人を対象に無料パソコン教室を行います。今年は
パソコンで年賀状を作成してみませんか。
定員 各20人(申込多数の場合は抽選)
申込方法 各締切日までに往復ハガキに第１希望

公民館名、第２希望公民館名、郵便番号、
住所、氏名、年齢、電話番号を書いて送る

※ １通につき、一人の申し込みしかできません。
申込・問い合わせ先 ＩＴ推進担当「ぱそこん工

房」係(〒816―8501春日市役所)

初心者向け無料パソコン教室「ぱそこん工房」

出
発
時
間

午
前
９
時
30
分

(

受
付
　
午
前
９
時
〜
９
時
15

分)

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー(

昇
町
１
―
１
２
０)

※

小
雨
決
行
で
す
が
、
大
雨
の
場
合

は
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う
を
つ
け

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
健
康
教
室
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
９
日
G

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
５
０

４
号
室(

原
町
３
―
１
―
７)

相
談
員

石
井

い

し

い

美
紀
子

み

き

こ

さ
ん(

福
岡
赤

十
字
病
院
ス
ト
ー
マ
療
法
士)

問
い
合
わ
せ
先

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
筑
紫
分
会
　
尾
針

お

ば

り

忠た
だ

之ゆ
き

1(

592)

８
７
５
７

健
康
ウ
ォ
ー
ク

楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か

健
康
・
保
健�

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

健
康
教
室



お
知
ら
せ

10
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献
血
は
、
手
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
し
た
人
で
希
望
者
に
は
、
血
液

検
査
を
行
い
、
本
人
に
直
接
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
献
血
す
る
こ

と
で
、
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

日
時

11
月
11
日
B

午
前
10
時
〜
午
後
４
時(

午
後

０
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分
を

除
く)

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

問
い
合
わ
せ
先

厚
生
課

離
乳
食
に
悩
む
保
護
者
の
た
め
に
、

離
乳
中
期
以
降
の
作
り
方
や
進
め
方
を

指
導
し
ま
す
。
託
児(

無
料)

も
あ
り
ま

す
。

日
程

11
月
19
日
C

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象

６
〜
８
か
月
児
を
持
つ
保
護
者

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

募
集
人
数

20
人(

申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾き

ん

、
託
児
に
必
要

な
道
具(
名
前
を
書
い
て
お
く)

参
加
費

２
０
０
円(

実
習
材
料
費)

申
込
方
法

11
月
15
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

リ
ウ
マ
チ
に
悩
む
人
の
た
め
の
講
座

で
す
。
入
場
は
無
料
で
、
だ
れ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
時

11
月
16
日
G

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
５
０

８
Ａ
室(

原
町
３
―
１
―
７)

講
師

▽
和
田

わ

だ

研け
ん

さ
ん(

和
田
整
形
外
科
医

院
医
師)

▽
池
田

い

け

だ

実
み
の
る

さ
ん(

福
岡
鳥
飼

と
り
か
い

病
院
医

師)

問
い
合
わ
せ
先

^
日
本
リ
ウ
マ
チ
友

の
会
福
岡
支
部
　
香
川

か

が

わ

1(

585)

５
４
９
１

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
今
月
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
20
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
１
―

１
２
０)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)
１
１
３
４

11
月
７
日
E
・
８
日
F
の
２
日
間
、

県
歯
科
医
師
会
員
の
医
院
で
無
料
歯
科

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
が
、
健
康
的
な
生
活
の

実
現
を
目
指
し
て
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
お
口
の
健
康

に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

あ
ら
か
じ
め
電
話
予
約
を
し
て
か

ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

^
筑
紫
歯
科
医
師
会

1(

572)

８
２
１
１

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
11
月
１
日
F

「
生
活
習
慣
病
」

久
保

く

ぼ

タ
ケ
子こ

さ
ん(

看
護
師
長)

▽
11
月
12
日
C

「
乾
燥
肌
の
ス
キ
ン

ケ
ア
」

黒
木

く

ろ

き

り
え
さ
ん(

皮
膚
科
部
長)

▽
11
月
13
日
D

「
あ
な
た
も
糖
尿
病

予
備
軍
？
」

阪
中
明
人

さ
か
な
か
あ
き
ひ
と

さ
ん(

医
局
長)

▽
11
月
22
日
F

「
糖
尿
病
の
食
事
療

法
―
食
品
を
計
っ
て
み
ま
し
ょ
う
―
」

中
安

な
か
や
す

知
何

と

も

か

さ
ん(

管
理
栄
養
士)

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂(

須
玖
北
４
―
５)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

母
子
家
庭
や
寡
婦
、
父
子
家
庭
の
た

め
の
、
弁
護
士
に
よ
る
夜
間
無
料
法
律

相
談
で
す
。

相
談
日

▽
11
月
13
日
D
・
27
日
D

▽
12
月
４
日
D
・
18
日
D

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

事
務
所
内(

原
町
３
―
１
―
７)

定
員

各
４
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

相
談
日
前
日
ま
で
に
電
話

で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会

1(

584)

３
９
２
２

平
田

ひ
ら
た

凛り
ん

ち
ゃ
ん
（
昇
町
）

平
成
13
年
11
月
８
日
生

八
野

は
ち
の

あ
か
ね
ち
ゃ
ん（
上
白
水
）

平
成
11
年
11
月
24
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担当
まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、12月2日
までの到着分の中から抽選で決
定します。�

木
村

き
む
ら

咲
良

さ
く
ら

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
南
）

平
成
13
年
11
月
23
日
生

藤
田

ふ
じ
た

一
樹

か
ず
き

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
南
）

平
成
12
年
11
月
19
日
生

リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・
相
談
会

子
育
て
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

健
康
な
歯
で
暮
ら
そ
う

無
料
歯
科
健
診

健
康
教
室

ご
協
力
く
だ
さ
い

愛
の
献
血

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

相
　
談�

夜
間
無
料
法
律
相
談

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会



女
性
に
対
す
る
暴
力(

ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス)

な
ど
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。

女
性
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
電
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
ま
た
、
外
国
語
に
よ
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
日

毎
週
月
〜
金
曜
日

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

1(

513)

７
３
３
５

市
内
の
建
設
業
者
で
構
成
す
る
「
春

日
市
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、
家
の

増
改
築
か
ら
建
具
の
修
繕
ま
で
、
住
宅

全
般
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

▽
福
岡
建
設
春
日
市
住
宅
セ
ン
タ
ー

1(

923)

６
５
４
８

▽
春
日
市
す
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー

1(

581)

１
４
０
７

▽
春
日
那
珂
川
民
主
商
工
会

1(

573)

０
９
０
４

暴
力
団
や
エ
セ
右
翼
、
エ
セ
同
和
な

ど
に
関
す
る
相
談
を
警
察
官
と
弁
護
士

が
受
け
付
け
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
９
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

&

暴
力
追
放
福
岡
県
民
会
議

(
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
―

50
吉
塚
合
同
庁
舎
５
階)

1(

651)
８
９
３
８

会
社
や
個
人
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者

が
仕
事
中
に
負
傷
し
た
場
合
な
ど
に

は
、
事
業
者
は
労
働
基
準
監
督
署
に「
労

働
者
死
傷
病
報
告
」
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
提
出
が
な
い
場
合
や
虚
偽
の
内

容
を
書
い
た
場
合
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
災
害
に
よ
る
負
傷
、
病

気
の
治
療
に
は
「
労
災
保
険
」
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
中
央
労
働
基
準

監
督
署

1(

761)

５
６
０
５

11
月
は
「
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
強

化
お
よ
び
捜
査
活
動
に
対
す
る
市
民
協

力
確
保
月
間
」
で
す
。

最
近
は
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
空
き

巣
ね
ら
い
や
路
上
強
盗
、
ひ
っ
た
く
り

な
ど
身
近
な
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
早
期
の
事
件
解
決
と
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
街
づ
く
り
の

た
め
、
ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
情
報
で
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
指
名
手
配
犯
人
の
手
配
写
真
に
心
当

た
り
が
あ
る
場
合

お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

８月13日、迎え火をたく
ために娘と手をつないで実
家へ向かって歩いていた。
昨年の今ごろは、まさか

父がこんなことになるなん
てかけらも思わず、お見舞
いより遊びを優先してしま
っていた。そんなことを悔
いながら歩いていると、あ
る家の玄関先の花が目に飛
び込んできた。
色鮮やかなケイトウの花。
「ご自由にお持ち帰りく

ださい」と書いてある。「お
じいちゃんへのおみやげに
しようか」と花が差してあ
るバケツの前に2人でしゃ
がみ込む。「何本にしようか」
「ラッキーセブンやね」と7
本頂いた。(後で仏様は偶数
よと言われてしまったが…)
ケイトウの美しさと花を

愛する家人の優しさを仏前
に飾ることができた。
何よりも父に手を合わせ

てくれる人が1人増えたよ
うでとてもありがたかった。

ケイトウの花

とりっちペンネーム

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

春
日
市
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

住
宅
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

ス
プ
レ
ー
カ
ン
の
出
し
方

ス
プ
レ
ー
カ
ン
や
卓
上
ガ
ス
ボ
ン

ベ
は
「
陶
器
・
金
属
類
」
指
定
袋
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。
誤
っ
た
方
法
で

出
す
と
収
集
・
処
理
の
と
き
に
危
険

で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

確
認
し
よ
う

▽
中
身
は
必
ず
使
い
切
る

▽
カ
ン
に
穴
は
開
け
な
く
て
よ
い

▽
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
消
火
器

は
お
店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う

(

環
境
対
策
課)

女
性
に
対
す
る
暴
力
な
ど
の
悩
み
相
談

ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

そ
の
他�

▽
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
や
犯
罪

現
場
か
ら
逃
走
し
て
い
る
人
や
車
な

ど
を
目
撃
し
た
場
合

通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
警
察

署1(

929)

０
１
１
０

市
は
、
11
月
１
日
か
ら
史
跡
巡
り
の

た
め
の
無
料
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
始
め

ま
す
。市
内
の
史
跡
を
自
転
車
で
巡
り
、

弥
生

や

よ

い

時
代
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象

小
学
３
年
生
以
上

※

小
学
生
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分

貸
出
・
返
却
場
所

▽
奴
国

な

こ

く

の
丘
歴
史
資
料
館(

岡
本
３
―

57)

▽
市
役
所
１
階
受
付

問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課

1(

501)

１
１
４
４

11
・
９
暴
力
被
害
集
中
相
談

民
事
介
入
暴
力
相
談

「
労
災
か
く
し
」
は
犯
罪
で
す

労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出
を

あ
な
た
の
情
報
が
事
件
解
決

の
カ
ギ

お
貸
し
し
ま
す

市
内
の
史
跡
巡
り
用
自
転
車

殺虫スプレー
卓上ガス
ボンベなど

整髪スプレー

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

見
直
そ
う�

ゴ
ミ
の
出
し
か
た�

〈15〉�〈15〉�〈15〉�



た
め
の
「
会
費
」
で
す
。
こ
の
機
会
に

税
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

税
の
パ
ネ
ル
展

「
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
」、「
高
校
生

の
税
の
ポ
ス
タ
ー
」、「
中
学
生
の
税
の

標
語
」
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

11
月
９
日
G
〜
17
日
A

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

場
所

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー(

太
宰
府
市
五
条
３
―
１

―
１)

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

1(

923)

１
４
０
０

2002.  11.  1 市報かすが
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お
知
ら
せ

福
岡
市
周
辺
の
医
療
・
福
祉
施
設
や

居
宅
介
護
事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直

接
、
面
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

▽
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
介
護
福
祉

士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
有
資

格
者

▽
同
資
格
は
な
い
が
、
勤
務
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
な
ど

日
時

11
月
15
日
F

午
後
１
時
〜
４

時(

受
付
　
午
後
０
時
30
分
〜

３
時)

会
場

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
８
階

Ａ
ホ
ー
ル(

福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
前
２
―
10
―
19)

内
容

▽
就
職
面
談
会

▽
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

中
央

1(

712)

８
６
０
９

国
際
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
５
人

以
上
の
市
民
団
体
を
対
象
に
、
そ
の
経

費
を
助
成
し
ま
す
。

平
成
15
年
３
月
ま
で
に
活
動
を
予
定

し
て
い
る
団
体
で
補
助
を
希
望
す
る
場

合
は
、11
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
活
動

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

活
動
に
要
す
る
経
費
に
応

じ
て
、
そ
の
　
　
か
ら
　
　
ま

で(

上
限
は
30
万
円)

※

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

○
平
成
14
年
分
源
泉
所
得
税

年
末
調
整
説
明
会

市
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象

に
し
た
説
明
会
で
す
。

事
前
に
送
付
す
る
年
末
調
整
関
係

資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
18
日
B
午
後
２
時
〜
４
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

(

大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の

町
２
―
３
―
１)

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署
法
人
課

税
第
３
部
門

1(

923)

１
４
０
０

○
農
業
所
得
説
明
会

今
年
か
ら
、
農
業
所
得
標
準
の
申

告
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

農
業
所
得
標
準
を
適
用
し
て
申
告
し

て
い
た
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
20
日
D

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室(

大
谷
６
―
24)

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署
個
人
課

税
第
４
部
門

1(

923)

１
４
０
０

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
が

豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
社
会
保
障
の
充
実
、

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育
や
科
学
技

術
の
振
興
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

財
源
は
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
は
、
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安

全
を
願
う
限
り
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
い
わ
ば
共
同
生
活
を
維
持
す
る

「
よ
さ
こ
い
」
は
、
だ
れ
も
が
参

加
し
楽
し
め
る
お
祭
り
と
し
て
、
若

者
を
中
心
に
、
今
全
国
各
地
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
内
外
か
ら
約
20
の
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
秋
空
の
下

で
思
い
っ
き
り
楽
し
く
踊
り
ま
す
。

４
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
約
60
人
の
市

民
で
結
成
し
た
「
30
周
年
記
念
よ
さ

こ
い
チ
ー
ム
」
も
、
出
場
に
向
け
て

一
生
懸
命
練
習
中
で
す
。

当
日
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
中

継
の
予
定
で
す
。

さ
あ
み
な
さ
ん
、
春
日
市
の
30
歳

を
祝
っ
て
、
一
緒
に
楽
し
い
１
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

11
月
23
日
G

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

▽
春
日
公
園
芝
生
広
場

▽
市
役
所
駐
車
場

(

春
日
市
制
30
周
年
記
念
事
業
市
民
実

行
委
員
会) か

す
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

よ

さ

こ

Ｉい

カ
ー
ニ
バ
ル
！
開
催

春
日
市
制
30
周
年
記
念
事
業

ニ
ュ
ー
ス

「配水管の点検に来ました」などと言って家庭を訪問し、強引に
清掃作業を行って高額な作業代金を請求したり、浄水器などの商品
を売りつけたりするトラブルが増えています。このサービスは、特
定商取引法の「指定役務」に当てはまらず、業者に契約書の交付義
務がないため、クーリング・オフ制度もありません。
このようなケースは解約ができない場合が多いので、依頼する場

合は、作業前に①価格②業者名③解約条件を書面にしてもらい、よ
く確認することが大切です。
なお、水道局が水道管清掃をこのような業者に依頼することはあ

りません。
トラブルにあった時は、すぐに相談しましょう。

春日市消費生活相談窓口
日時 毎週月・木曜日（祝日の場合
は翌日）

午前10時～午後３時
場所 市役所２階市民相談室
※　電話による相談にも応じます。

(地域づくり課)

消費生活注意報
訪問販売による水道管清掃に注意

保
健
医
療
・
福
祉
施
設

合
同
面
談
会

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

税
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
知
る
週
間
」

ご
参
加
く
だ
さ
い

税
に
関
す
る
説
明
会

点検です

1
3

1
2

u
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
開
会
式
で
初
披
露



白水池�
一丁目�

白水池�

中
の
島
公
園�

ヒシャテガ�
浦池�

至上白水�

至那珂川町�
春日南通り�

至松ヶ丘�

白水池�
二丁目�

天神山小学校�

白水池三丁目�

文�

お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

大字上白水の一部(白水池地区)が、10月21日か

ら白水池１～３丁目に変更されました。

これまでのわかりにくい「大字」での表示を改め、

わかりやすい町名にするための変更です。

変更内容について、詳しくは、お問い合せください。

問い合わせ先 用地施設課地籍調査担当

商
業
登
記
規
則
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

11
月
１
日
か
ら
会
社
の
商
号
の
登
記
に

ロ
ー
マ
字
や
符
号
な
ど
を
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ー
マ
字
な
ど

１
　
ロ
ー
マ
字
（
大
文
字
・
小
文
字
）

２
　
ア
ラ
ビ
ア
数
字

３
　
「
＆
（
ア
ン
パ
サ
ン
ド
）」

「
’（
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
）」

「，
（
コ
ン
マ
）」

「
―
（
ハ
イ
フ
ン
）」

「．
（
ピ
リ
オ
ド
）」

「
・
（
中
点
）」

※

３
の
符
号
は
、
字
句
を
区
切
る
際

の
符
号
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
商
号
の
先

頭
ま
た
は
末
尾
に
用
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「．
（
ピ
リ
オ
ド
）」
は
、

省
略
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
商
号
の

末
尾
に
用
い
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
号
の
例

▽
福
岡
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
株
式
会
社

▽
西
日
本
Ｘ
＆
Ｙ
有
限
会
社

▽
春
日
７
７
７
株
式
会
社
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

1(

922)

２
８
８
１

13
世
紀
前
半
の
鎌
倉
時
代
、
石
清
水

い
わ
し
み
ず

八
幡
宮

は
ち
ま
ん
ぐ
う

の
祠
官

し

か

ん

に
房
清
と
い
う
人
が
い

ま
し
た
。
房
清
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の

別
当

べ
っ
と
う

と
検
校

け
ん
ぎ
ょ
う

を
歴
任
し
た
父
道
清

ど
う
せ
い

か

ら
、
白
水
荘
を
含
む
宇
美
６
荘
を
相
続

し
ま
し
た
。

父
、
道
清
に
は
房
清
を
含
め
、
男
５

人
女
３
人
の
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
長

男
宗
清

そ
う
せ
い

の
母
は
、
検
校
成
清

じ
ょ
う
せ
い

の
娘
「
鶴つ

る

姫ひ
め

」
で
す
。
房
清
の
母
は
「
神
崎
遊
君

か
ん
ざ
き
ゆ
う
く
ん

香
女

こ
う
じ
ょ

」
ま
た
は
「
江
口
高
女
遊
君
也

え
ぐ
ち
こ
う
じ
ょ
ゆ
う
く
ん
な
り

」、

弟
道
俊

ど
う
し
ゅ
ん

の
母
は
「
江
口
遊
君
羅
　

ら

こ

う

」、

弟
永
修

え
い
し
ゅ
う

の
母
は
「
母
白
拍
子

し
ら
び
ょ
う
し

」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
都
に
運
ば
れ
る
西
国
の
物
資

は
船
で
運
ば
れ
て
い
て
、
瀬
戸
内
を
通

り
、
大
阪
湾
の
最
深
部
神
崎
に
届
い
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
神
崎
川
を
さ
か

の
ぼ
り
淀よ

ど

川
へ
合
流
し
、
江
口
と
い
う

合
流
地
点
か
ら
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

京
へ
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

神
崎
、
江
口
は
京
の
外
港
と
し
て
、
重

要
で
最
も
に
ぎ
わ
っ
た
港
町
で
し
た
。

町
に
は
人
と
物
資
が
集
ま
り
、
地
方

へ
赴
任
し
た
り
帰
京
す
る
貴
族
の
往
来

も
盛
ん
で
、
そ
れ
を
目
当
て
に
多
数
の

遊
女
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
京
の
公
卿

く

げ

や
武
家
も
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
一
方
、
遊
女
た
ち
も
淀
川
を
船
で

行
き
来
し
て
い
た
た
め
、
淀
川
南
岸
で

京
都
の
入
り
口
に
あ
た
る
石
清
水
八
幡

宮
と
の
接
点
は
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

遊
女
た
ち
は
、
中
世
歌
謡
の
今
様

い
ま
よ
う

や

朗
詠

ろ
う
え
い

を
歌
い
、
貴
族
層
の
相
手
も
で
き

る
よ
う
な
深
い
教
養
を
持
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
源
義
経

み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

の
妻
静
御
前

し
ず
か
ご
ぜ
ん

で
有

名
な
白
拍
子
は
、
水
干

す
い
か
ん

と
は
か
ま
姿
の

男
装
で
男
舞
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

遊
女
や
白
拍
子
は
、
室
町
時
代
以
降

差
別
さ
れ
、
や
が
て
日
陰
の
存
在
に
な

っ
て
い
き
ま
す
が
、
道
清
や
房
清
の
時

代
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

彼
女
た
ち
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
歌

や
踊
り
は
、
見
え
な
い
神
と
人
と
を
仲

介
す
る
聖
な
る
行
為
と
み
な
さ
れ
て
い

た
た
め
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
情
が
、
当
時
日
本
の

最
も
聖
な
る
場
所
の
一
つ
、
石
清
水
八

幡
宮
の
祠
官
と
深
い
関
係
を
持
た
せ
た

の
で
す
。
文
書

も
ん
じ
ょ

に
母
が
遊
女(

遊
君)

と

書
か
せ
、
そ
の
子
房
清
に
荘
園
群
を
譲

り
、
そ
し
て
房
清
を
法
印
大
和
尚
位

ほ
う
い
ん
だ
い
お
し
ょ
う
い

と

し
て
僧
の
最
高
位
ま
で
順
調
に
出
世
さ

せ
た
原
因
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
公
卿
で

も
同
様
で
、
藤
原
北
家
の
流
れ
徳
大
寺

と
く
だ
い
じ

実
基

さ
ね
も
と(

13
世
紀
鎌
倉
中
期
の
公
卿)

は
、

母
は
白
拍
子
で
す
が
、
徳
大
寺
家
で
初

め
て
従
一
位
太
政
大
臣

じ
ゅ
う
い
ち
い
だ
じ
ょ
う
だ
い
じ
ん

ま
で
至
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
後
、
房
清
は
宇
美
八
幡
宮
検
校

と
な
り
、
息
子
の
房
與

ぼ

う

よ

に
そ
の
荘
園
群

を
譲
っ
て
い
ま
す
。
房
清
の
家
系
は
、

代
々
宇
美
八
幡
宮
を
所
有
し
、
箱
崎
八

幡
宮
を
領
有
し
た
兄
宗
清
の
家
系
か
ら

干
渉
を
受
け
な
が
ら
も
、
文
明
10
年
代

(

１
４
８
０
年
ご
ろ)

ま
で
続
き
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

286

母
は
遊
女

ゆ
う
じ
ょ（
遊
君

ゆ
う
く
ん

）

白
水
荘
の
領
主
房
清

ぼ
う
せ
い

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
交
通
事
故
や
よ
そ

の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
る
な
ど
第
三
者

に
よ
っ
て
け
が
を
さ
せ
ら
れ
た
場
合

で
も
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
国
保
が
相
手
方
の
過
失

分
に
相
当
す
る
医
療
費
を
一
時
的
に

立
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
市
役
所
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(

国
保
年
金
課)

町名と地番を変更
白水池地区→白水池１～３丁目に

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

会
社
の
商
号
に
ロ
ー
マ
字
な
ど

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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子
育
て
、応
援
し
ま
す
！

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も

向
け
の
「
あ
そ
び
」
の
行
事
だ

け
で
な
く
、
家
族
も
参
加
で
き

る
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、

子
育
て
に
役
立
つ
講
座
も
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
マ
の
”
ほ
っ
“
と
タ
イ
ム

▽
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

(

光
町
・
毛
勝)

▽
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス(

毛
勝)

も
う
す
ぐ
タ
ン
ポ
ポ
広
場

▽
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス(

須
玖)

お
役
立
ち
講
座

▽
乳
幼
児
へ
の
救
急
法(

光
町)

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験(

車
イ
ス
体
験
や
ア
イ
マ
ス

ク
体
験)

な
ど
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

※

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
お

願
い
し
ま
す
。



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道

15

日
本
中
を
さ
わ
や
か
な
秋
風
が
吹
き

抜
け
ま
し
た
。
２
人
の
日
本
人
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
▼
小
柴

こ

し

ば

昌ま
さ

俊と
し

さ
ん
は
物
理
学
賞
。
田
中

た

な

か

耕
一

こ
う
い
ち

さ
ん

は
化
学
賞
。
研
究
成
果
を
聞
い
て
も
何

の
こ
と
だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
受
賞

の
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で
、
こ
ち
ら
ま
で
誇

ら
し
い
気
分
で
す
▼
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い

え
ば
、
私
は
数
々
の
伝
記
を
読
ん
だ
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
本
の
中
の
湯ゆ

川か
わ

秀
樹

ひ

で

き

や
キ
ュ
リ
ー
夫
人
が
と
て
も
偉

い
人
の
よ
う
に
思
え
た
も
の
で
す
▼
し

か
し
、
現
代
の
受
賞
者
た
ち
は
と
て
も

魅
力
的
で
身
近
に
感
じ
ま
す
。
小
柴
さ

ん
は
東
京
大
学
出
身
な
が
ら
卒
業
時
の

成
績
は
ビ
リ(

自
称)

だ
し
、
田
中
さ
ん

は
作
業
着
姿
の
会
見
が
と
て
も
新
鮮
で

し
た
。
こ
の
発
明
の
特
許
申
請
時
に
受

け
取
っ
た
報
酬
が
１
万
１
千
円
だ
っ
た

と
い
う
の
も
、
今
と
な
っ
て
は
驚
き
で

す
▼
二
人
の
偉
業
は
自
然
科
学
を
研
究

す
る
学
生
た
ち
の
励
み
と
な
っ
た
と
同

時
に
、
ご
く
普
通
の
学
生
や
会
社
員
に

も
大
き
な
夢
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
▼

田
中
さ
ん
は
会
見
で
「
こ
つ
こ
つ
続
け

る
こ
と
が
大
切
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。

「
こ
つ
こ
つ
続
け
る
」。
簡
単
そ
う
で
、

な
ん
と
難
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ

が
で
き
た
か
ら
こ
そ
の
受
賞
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

こ
つ
こ
つ
と
努
力
し
、
そ
れ
が
い
つ
か

実
を
結
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。(

志)

こ
つ
こ
つ
と

問１　①松の実会
問２　②自転車
問３　③９園
問４　②危険防止
問５　①愛称
（応募総数　72通）

コミュニティバスの名前は？
①あすか
②かすが
③やよい

母子会の売店の名前は？
①虹の売店
②星の売店
③雨の売店

女性のための電話相談窓口は？
①ちくし女性ハットライン
②ちくし女性ホットライン
③ちくし女性コールドライン

日の出小の児童が発表したのは？
①博多人形について
②弥生土器について
③有田陶磁器について

30周年で踊るのは？
①さのさ
②よさこい
③炭鉱節

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　11月20日D（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

問1

問2

問3

問4

問5

市
は
、
市
政
振
興
に
寄
与
し
た
人

や
市
民
の
模
範
と
な
る
人
な
ど
を
毎

年
「
文
化
の
日
」
に
表
彰
し
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
、
全
国
規
模
以
上
の
権

威
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍
し
た

市
民
に
贈
る
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

を
今
年
受
賞
す
る
の
が
吉
村
久
美
子

さ
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
数
々
の
記
録
を
も
つ
吉

村
さ
ん
で
す
が
、
極
め
付
き
は
、
今

年
５
月
、「
第
13
回
日
本
身
体
障
害
者

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
１
０
０
ｍ

決
勝
で
、
16
秒
57
の
日
本
新
記
録
を

樹
立
し
て
優
勝
し
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
も
、
車
い
す
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
た
吉
村
さ
ん
が
、
そ
れ
ま
で
全
く

縁
の
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て

わ
ず
か
６
年
目
の
快
挙
で
し
た
。

そ
の
縁
を
結
ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
毎
日
で
沈
み

込
ん
で
い
た
吉
村
さ
ん
に
、
春
日
市

心
身
障
害
者
共
同
作
業
所
「
白
ゆ
り

園(

当
時)

」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
掛

け
て
く
れ
た
「
テ
ニ
ス
や
っ
て
み
な

い
」
と
い
う
一
言
で
し
た
。

「
車
い
す
で
と
て
も
ス
ポ
ー
ツ
な

ん
て
」
と
気
乗
り
し
な
か
っ
た
吉
村

さ
ん
で
し
た
が
、
後
日
、
誘
わ
れ
て

出
か
け
た
大
会
で
目
に
し
た
の
は
、

同
じ
障
害
を
も
つ
人
た
ち
が
楽
し
く

集
い
、
ふ
れ
あ
い
、
そ
し
て
競
い
合

う
光
景
で
し
た
。「
や
れ
る
ん
だ
。
み

ん
な
が
ん
ば
っ
て
る
ん
だ
」
と
実
感

し
た
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
吉
村
さ

ん
は
周
囲
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
練

習
に
没
頭
し
、
テ
ニ
ス
に
陸
上
競
技

に
と
め
き
め
き
記
録
を
伸
ば
し
て
い

き
ま
し
た
。
同
時
に
リ
ハ
ビ
リ
に
も

精
励
。
自
力
歩
行
も
可
能
に
な
り
、

再
就
職
も
果
た
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も
ス
ポ
ー

ツ
の
お
陰
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
会
社
の
理

解
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

の
日
、
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
逃
げ
て
い
た

自
分
を
白
ゆ
り
園
に
車
い
す
を
押
し

て
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
両
親
に

も
・
・
・
」

こ
う
し
て
今
、
世
界
を
め
ざ
し
て

仕
事
に
練
習
に
充
実
し
た
毎
日
を
送

る
吉
村
さ
ん
で
す
が
、
一
方
で
、
か

つ
て
の
自
分
の
よ
う
な
人
た
ち
に
、

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
の
思

い
に
も
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ
に

め
ぐ
り
合
っ
て
い
な
い
人
た
ち
に
自

信
を
持
っ
て
声
を
か
け
て
い
く
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ス
ポ
ー
ツ
や
っ
て
み
な
い
？
楽

し
い
よ
！
き
っ
と
や
れ
る
よ
！
わ
た

し
に
も
で
き
た
ん
だ
か
ら
」
と
。

吉
村

よ
し
む
ら

久
美
子

く

み

こ

さ
ん

（
昇
町
）

スポーツにめぐり合
わなければ今の自分
はなかった



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△10月５日、中学駅伝大会（春日公園）
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●市の人口　１０７，９８０人�
　　　　　（前月比＋82人） �

　　女５４，８３１人　男５３，１４９人�
●世帯数　　４１，７２４世帯�

●転入　637人　●出生　  95人�

●転出　611人　●死亡　  41人�

　　　　　　　　（9月30日現在）�

平成15年３月に運行開始
予定のコミュニティバス(地
域循環バス)の愛称と車体の
デザインを募集したところ、
愛称81件、デザイン39件も
の応募がありました。
｢春日市コミュニティバス

導入市民懇話会｣で審査が行
われ、愛称とデザインがそれ
ぞれ決定しました。

決定した愛称は、江嶋
え じ ま

純子
じゅんこ

さんが応募した｢やよい｣。そして、

デザインは梅�
うめざき

広子
ひ ろ こ

さんの作品。いずれも親しみやすく、愛着

がわくものということで選ばれました。

審査に参加した懇話会の吉田
よ し だ

真理子
ま り こ

さんは「どの作品もすば

らしいものばかりで、私たちも楽しんで審査することができま

した。このバスは、市民の手作りなので、子どもからお年寄り

まで親しまれるものになるのではないでしょうか｣と、間近に

迫ったバスの運行を楽しみにしています。

このコミュニティバス｢やよい｣の運行まであと４か月。この

すてきなデザインのバスが街を彩る日が、待ち遠しいものです。

v10月11日に行われた表彰式の様子。右から梅�さん、
井上市長、江嶋さん。

江嶋純子さん(岡本)
弥生の里の｢やよい｣という響きがと

ても柔らかいので、この愛称にしまし
た。また、呼びやすいように「号」は
付けず、子どもでも読めるようひらがな
にしました。
これまで、お年寄りや小さな子どもがいる人には行き

にくかった場所にも、この｢やよい｣を利用していけるよ
うになります。たくさんの人に利用してほしいですね。

梅�広子さん(桜ヶ丘)
今回、このデザインを応募するため

に、須玖岡本
す ぐ お か も と

遺跡などに足を運びまし
た。丘や緑、土器などその雰囲気が出
せたのではと思います。そして、この機
会に春日の良さを改めて感じることができ
ました。
このバスが、市民の足として大いに利用され、５台と

いわず、どんどん増えていくといいですね。

コミュニティバス

愛称 デザイン




